


















































































































































































序言   Ⅲ
第Ⅰ部
価値の概念と本質
第 1節　通常の用語概念の学問的意義   1
　通常の用語の概念、事象を通常の言葉で通俗的な名称と結ぶ観念として。自然科学における
その妥当性。人間の意識行動を研究する学問における、その重要性。




















第 1節　経済的な財一般に関して   42
　財の概念。財の利用に対する前提。






第 3節　財保有の規模に対して消費する力　経済のさらなる前提   69
　財を使用する能力。財の量の影響力。
第 4節　経済的行為   70
　影響を与える数多の領域と財の量、多岐に渡る経済行為の種類。経済的な使用。財の保存。
生産。交換。使用と特に生産の経済的要素。





前文   79
　経済的な価値　派生的ではあるが、しかし真の重要性。これからの研究プラン









第 2節　費用から見た価値の派生   97
　費用理論の基礎。その放棄。費用を考慮する視点には、価値が形成される自立的な原理が含
まれておらず、ただ単に生産財の効用に関する考察のみが、特別な形態で把握されている。

























 Ⅰ．一般的な法則規範   139
　生産の単純な構成要素を前提とした場合、生産者と生産財の価値を評価する法則の導出。生
産財の価値変化の意義。我々が生産財を所有するという行為の利益。
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立つ効用（diesen an der Grenze des ökono-
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